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　地方公共団体の財政健全化に関する法律により、笠松町の平成27年度健全化判断比率の4指標
と公営企業における資金不足比率を公表します。 
　この指標が基準値（早期健全化基準）を超えると財政再建団体の予備軍として、財政健全化計画
の策定の義務付など、自主的な改善努力による財政健全化を図ることになります。 
　笠松町の平成27年度の健全化判断比率・資金不足比率は次のとおりです。 

平成27年度健全化判断比率の4指標 
1.実質赤字比率　該当なし 【早期健全化基準：15％】 
 　一般会計などの赤字の程度を示します。数値が大きいほ
ど財政運営が深刻化していることを表します。 
　平成27年度の笠松町は黒字のため、実質赤字比率は該当
ありませんでした。 

平成27年度公営企業における資金不足比率 
資金不足額なし 【経営健全化基準：20％】 
　公営企業の料金収入の規模に対する資金不足額の程度を示します。数値が大きいほど経営状況が悪化していることを表し
ます。 
　水道事業、下水道事業とも資金不足額が発生していないため、資金不足比率は該当ありませんでした。 

2.連結実質赤字比率　該当なし 【早期健全化基準：20％】 
 　特別会計や企業会計などすべての会計を合算して、町全
体としての赤字の程度を示します。数値が大きいほど財政運
営が深刻化していることを表します。 
　平成27年度の笠松町は黒字のため、連結実質赤字比率は
該当ありませんでした。 

3.実質公債費比率　5.7％ 【早期健全化基準：25％】 
 　借入金の返済額やこれに準じる額の大きさを示しています。
数値が大きいほど資金繰りが悪化していることを表します。 
　笠松町は早期健全化基準を下回っており、平成26年度の
比率は6.0％で、前年度と比較しても0.3%減少しています。 

4.将来負担比率　89.7％ 【早期健全化基準：350％】 
 　借入金や将来的に支出することが見込まれる現時点での
残高を示しています。数値が大きいほど将来、財政を圧迫す
る可能性が高いことを表します。 
　笠松町は早期健全化基準を大きく下回っており、平成26
年度の比率は91.0％で、前年度と比較すると1.3%減少し
ています。 

◇町の貯蓄は、どれくらいあるの？ 

◆収益的収入および支出（水をお届けするための費用とその財源） 

◇町の借金は、どれくらいあるの？ 
基金（町の貯蓄）現在高状況 町債（町の借金）現在高状況 

特定目的基金 
福 祉や教 育、
社会資本整備
など特 定 の目
的のために貯
めておくお金 

財政調整基金 
財源が不足する場合や災害などの緊急の事態に備え
て貯めておくお金 

収入 支出 2億4,473万円（税抜） 2億1,492万円（税抜） 

水道料金収入 1億9,311万円 
その他の収入 5,162万円 

施設の減価償却費 1億958万円 
施設の維持管理費・人件費など 9,979万円 
借入金利息の支払 555万円 

業
務
量
 

◇給 水 戸 数　8,653戸（平成28年3月31日現在） 

◇年間総配水量　2,809,413m3

◇供給単価（1m3あたりの販売価格）　80.92円 

◇給水原価（1m3あたりの生産価格）　75.09円 

●国民健康保険特別会計 

歳
入 

歳
出 

33億3,963万円 

国民健康保険税 6億3,921万円 
　被保険者1人あたり約8万円 
他に、国・県からの交付金や一般会計か
らの繰入金でまかなわれています。 

療養給付費・療養費 17億3,833万円 
　医療費（保険者負担分） 

1人あたり約29万円 
32億388万円 

●後期高齢者医療特別会計 

歳
入 

歳
出 

2億3,273万円 

後期高齢者医療保険料 1億6,001万円 
　被保険者1人あたり約6万円 
他に、一般会計からの繰入金でまかなわ
れています。 

後期高齢者医療広域連合納付金  
 2億1,613万円 
岐阜県後期高齢者医療広域連合が保険
料の決定や医療の給付などの事務処理
を行っています。 

2億3,129万円 

●介護保険特別会計 

歳
入 

歳
出 

17億7,321万円 

介護保険料 3億9,888万円 
　被保険者1人あたり約7万円 
他に、国・県からの交付金や一般会計か
らの繰入金でまかなわれています。 

介護給付費 15億8,440万円 
　介護サービス利用（保険者負担分） 
他に、介護予防事業などに使うお金とし
て支出されます。 

17億1,115万円 

●下水道事業特別会計 

歳
入 

歳
出 

9億3,034万円 

下水道使用料 2億4,910万円 
他に、国からの交付金や、一般会計から
の繰入金、町債（町の借金）でまかなわ
れています。 

公債費 4億9,691万円 
（下水道工事などのために国や銀行など
から借りたお金の返済などに使われるお金） 
下水道事業費 2億1,474万円 

（下水道工事などに使われるお金） 

9億682万円 

平成27年度 特別会計の決算状況 平成27年度 特別会計の決算状況 

平成27年度 水道事業の決算状況 平成27年度 水道事業の決算状況 

基金と町債の状況 基金と町債の状況 

財政健全化比率の公表 財政健全化比率の公表 

平成27年度の基金現在高は、前年度に比べて
約1億2,800万円減少しました。 

平成27年度は、収支差引 2,981万円の純利益となりました。 

◆資本的収入および支出（水道施設を整備するための費用とその財源） 

収入 支出 4,817万円（税込） 1億3,925万円（税込） 

工事負担金 4,817万円 建設改良費 1億2,637万円 
借入金元金の返済 1,288万円 

収支差引 9,108万円の不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。 

平成27年度の町債現在高は、前年度に比べて
約1億7,593万円減少しました。 

臨時財政対策債 
地方交付税とし
て算定されるべ
き額の一部をい
ったん地方自治
体で借りている
お金で、返済金
額相当分は返済
する年度の地方
交付税に上乗せ
されています 

一般会計債 
一般会計で行
う施 設 整 備な
どのために借り
ているお金 

下水道事業債 
下水道施設整備のために借りているお金 

●企業債（水道事業の借金） 4億6,395万円（平成28年3月31日現在） 

その他の収入 
21.1%

工事負担金 
100.0%

借入金元金の返済 
9.2%

建設改良費 
90.8%

水道料金収入 
78.9%

借入金利息の支払 
2.6%

施設の 
維持管理費 
・人件費など 
46.4%

施設の減価償却費 
51.0%
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